
新世代インプラント 

Astra Tech Dentalの 

OsseoSpeed™ 

こんにちは。アーティスティックデンタルの新井です。 

今回はDentsply IH社の新世代インプラント Astra Tech Implant：アストラテックインプ
ラント：OsseoSpeed™ （オッセオスピード）をご紹介させて頂きます。 

 

近年、インプラント治療は日本でも益々普及し、それに伴い各インプラントメーカー
から様々なインプラントが開発・発売されております。現在では世界に約270種類、日
本で販売されているものでも約30種類以上のインプラントがあると言われています。 

 

そのような中、Astra Tech Implantは世界でも最も信頼性のあるインプラントの1つとし
て以前から定評があり、当院でも長年使用しているインプラントの１つであります。
2011年8月、アストラテックインプラントから Osseospeed™（オッセオスピード）と呼
ばれる新世代インプラントが欧米での発売から7年、ようやく日本でも発売されました。
このインプラントは現在まで使用されてきたTioBlast™（タイオブラスト）というイン
プラントを更に進化させたインプラントです。 

 

同インプラントに関しては、日本発売前からスウェーデンで
の研修でもすでにレクチャーを受けており、海外レポート等
でもご紹介させて頂いておりましたが、今回改めて詳細をご
紹介させて頂きたく思います。 



OsseoSpeed™のラインナップ 

豊富なラインナップの形態や長さのフィクスチャーがそろっています。
様々な状態の症例に対応できます。 

～インプラントのしくみ～ 
 歯科インプラントは人工歯根とも呼ばれ、
歯を喪失した際に、その代わりとなるよう
開発されたものです。 

 金属（チタン）と骨が結合するという近
代インプラントの原理が発見されてから現
在ですでに50年の歴史があります。 

 インプラントは歯肉（ハグキ）の中の骨
内に入る部分で、その上に上部構造（歯）
を作製し装着します。 

 骨内に埋まる部分であるインプラントは
通常、チタンを用いて作成されます。イン
プラントは長期にわたり骨内で安定するよ
う、各メーカーが形状や表面性状を研究し
開発しています。 

インプラント（フィクスチャー） 

アバットメント 

上部構造（歯） 

いわゆる“歯”に相当する部分 

上部構造（歯）とインプラントをつなぐパーツ 

骨に埋まり“上部構造（歯）”を支えます 



-より多くの骨をより早く 

-生体力学的な骨の刺激 

-強固で安定した適合 

-軟組織の接触ゾーンと量の増加 

機能と審美と生物学の優れた調和  
– アストラテック バイオマネ-ジメント コンプレックス 

～アストラテックインプラントの特徴～ 

アストラテックインプラントは数多くの研究から開発された4つの特徴的な性能 

Astra Tech BioManagement Complex™（アストラバイオマネージメントコンプ
レックス）  

OsseoSpeed™：インプラント表面の特徴的性状 

MicroThread™：骨との安定性向上  

Conical Seal Design™：上部構造（歯）との安定性向上 

Connective Contour™：軟組織（歯肉）との安定性向上 

を兼ね備えています。  

従来使用されてきたTioBlast™インプラントも4つの特徴を兼ね備えていました。
今回の新世代インプラント・OsseoSpeed™では、より多くの骨をより早く得ると
いう開発コンセプトの元、インプラントの表面性状の改質が行われました。 

その結果、従来のインプラントに比べ更に優れたインプラントとなりました。 

OsseoSpeed™表面は、新たにAstra Tech BioManegement Complex™を構成するア
ストラテックインプラントの特徴の一つです。 



1985年 アストラテックインプラントの開発スタート 

      Conical Seal Design™ 

1989年 TiOblast™の開発 

1991年 Microthread™開発 

1991年 ヨーロッパ市場でアストラテックインプラントの発売 

1992年 オスロ大学（Jan Eric Ellingsen）とOsseoSpeed™の共同研究を開始 

1996年9月 日本でアストラテックインプラントTioblast™の発売 

2000年 OsseoSpeed™の臨床試験 

2002年 OsseoSpeed™の多施設臨床試験の開始 

2004年 EAO（ヨーロッパインプラント学会）でOsseoSpeed™の発表 

2011年8月 日本でOsseoSpeed™の発売 

～アストラテックインプラントの進化～ 



 より多くの骨をより短時間で 

 
★ これらのことが、多くの患者様の利益を高めます。 

 More bone,More rapidly 

～OsseoSpeed™ の開発コンセプト～ 

1992年から始まったアストラテックとオスロ大学（Jan Eirik Ellingsen教授）
との共同研究は、 

「チタンインプラント表面の、フッ化物による、わずかな化学的修正が骨の
治癒を大幅に改善させる」 

という発見からはじまっています。 

この研究の成果は、患者様にとって、より信頼性の高い結果を導くと共に、
より困難な臨床状況への適応拡大を可能にします。 

また治療プロトコルの短時間化も可能になります。 



OsseoSpeed™とは、従来から使用されてきたTioblast™インプラン

トの表面をさらに進化させた表面性状を持つインプラントです。 

TiOblastとOsseoSpeed、それぞれのインプラント体の表面を500倍に
拡大した電子顕微鏡写真です。 

TiOblast™ x500 OsseoSpeedTM x500 

～アストラテックの新世代インプラント：OsseoSpeed™とは～ 

OsseSpeed™表面は、TiOblast™ 表面をベースに更に開発されたものです。 

この電子顕微鏡写真でご覧いただけるように、OsseoSpeed™表面はTiOblast™表面
に比べミクロンレベルの表面粗さが増しています。 

インプラントの表面は骨と直接接する部位の為、
骨と結合するのに特に重要な因子の一つとなりま
す。この表面性状は各インプラントメーカーとも
研究を重ね独自のものを開発しています。 

今回、アストラテックインプラントでは、従来の
Tioblast™インプラントの表面性状を更に改良する
ことによりOsseoSpeed™インプラントを開発しま
した。 



TiOblast™ x15000 OsseoSpeedTM x15000 

強拡大で観ると、右のOsseoSpeedの写真では、ミクロの凸凹表面に加えて 

さらに細かい凸凹が表面に点在していることがわかります。 

TiOblastとOsseoSpeedの15,000倍の電子顕微鏡写真です。 

バーは 2 µmを示しています。 （赤血球の直径は約 7 µm）。 

化学処理の結果、OsseoSpeed™表面にナノメーターサイズの暗い部分と白い部分が観
察されます。（マイクロメートル = 0.001ミリメートル、1000ナノメートル） 

その表面には化学的処理によりナノレベルの粗さが付与されています。 

この特徴的な表面性状が、さらなる優れた結果をもたらすものとなりました。 

当初の第一世代のインプラントと呼ばれるインプラントの表面は、“機械研磨（マ
シーンサーフェス）”と呼ばれる“ツルツル”とした表面性状のものが用いられて
いました。 

その後、数多くの研究がなされ“ツルツル”とした表面よりもある程度“ザラザ
ラ”した表面の方が骨との結合が良いことが分かり、現在のインプラントの主流は
第二世代“粗面（ラフサーフェス）”の時代になっています。 

そして現在では、この第二世代インプラントを更に改良すべく様々な研究が行われ
ています。 

今回のOsseoSpeed™インプラントは従来のTioBlast™インプラントの表面を、フッ化
物を用いてさらに表面処理しています。 

その結果、従来のインプラント以上に骨との治癒に良好な結果をもたらす適度な表
面粗さを兼ね備え、化学的に処理された新世代のインプラント表面となりました。 

 



オッセオスピード™は、より早い骨の治癒を促進する能力が証
明されています。 

30–60% increase of the BIC 

30–50% increase of retention 

～OsseoSpeed™の特徴～ 

現行及び従来のアストラテック表面に関する前臨床データをまとめたものがグラフで
表されています。 

横軸が治癒期間で縦軸が骨のサポートを示しています。 

従来、機械加工研磨表面とTiOblast™ 表面の間で多くの比較を行ってきましたが、合
わせて、TiOblast表面とOsseoSpeed™.表面を比較しています。 

 

Osseopeed™の前臨床研究の結果をまとめると、初期の治癒段階で骨接触率が30-60%増
加し、維持力（引き抜き、押し出し、除去トルク、せん断強度）が30-50%増加するこ
とが記録されています。 

OsseoSpeed™は初期の治癒段階で骨支持をより高いレベルに増加する上で、大きな役
割を演じていると結論付けられます。  

また、骨支持の増加が、より長い治癒期間後も維持されるという効果も示されて
います。 



OsseoSpeed™インプラントから得られる利益 

 

OsseoSpeed™は、早期治癒を刺激し、骨治癒プロセスを速める独特
の表面性状をもっています。 

フッ素処理した微小な粗面は、骨の形成を促進し、骨とインプラン
トの結合も強固になります。 

インプラントネックのMicrothread™と合わせてOsseoSpeed™は真の
組織再生促進力をもたらし、治療の信頼性と有効性を高めます。 

 

そして、OsseoSpeed™から得られるそれらの恩恵は、すでに十分な
裏付けをもって実証されています。 

～Astra Tech Dental カタログより～ 



従来より使用されてきた
TiOblast™ 表面を支持する参考文
献は現在130編（前臨床文献：50 

編、 臨床文献：80 編） 

ヨーロッパで発売されて現在7年
経過した時点でOsseoSpeed™表面
を支持する参考文献はすでに45編
（前臨床文献：28 編、 臨床文
献：17 編） 

また、アメリカの政府機関であるアメリカ食品医薬品局：
FDA(Food and Drug Administration)では、  

“他の表面のインプラントでは効果が劣るような、特に、柔らかい
骨での使用がOsseoSpeed™ では示されている。” と2006年4月に
承認されています。 

～多くの文献に支持されるアストラテックインプラント～ 

アストラテックインプラントシステムは世界で最も研究されているインプラントの一つで
す。また、アストラテックインプラントは製品の開発において、様々な研究や文献を重要
なものと位置づけています。 



 OsseoSpeed™ 表面の特徴や性状は多くの文献で評価され、
良好な骨反応や最適な臨床成果が明らかにされています。 

また発表されているデータから、OsseoSpeed™インプラントの
生存率は、委縮した上顎無歯顎やサイナスリフトを施術した上
顎臼歯部での即時荷重、抜歯窩即時埋入、委縮した下顎の
神経付近部への埋入など、一般的に困難と思われる症例を
含んでも94.5％から100％と報告されており、安全に使用でき
ます。 

～Astra Tech Dental カタログより～ 

優れた臨床成果 

 今回は、AstraTech Implantの新世代インプラントシステム・OsseoSpeed™

をご紹介させて頂きました。 

 インプラントの表面の性質（表面性状）は骨との結合に特に重要な因子の
一つとして、各社、様々な研究開発がなされ、数あるインプラントシステム
の中には他にも優れたインプラントがございます。 

 そのような中、今回ご紹介させて頂いたOsseoSpeed™インプラントは、数
多くの研究・文献に支持された世界でも認められる優れたインプラントシス
テムの一つです。 

 当院ではインプラント治療を受けられる皆様により安心して頂けるよう、
優れたインプラントシステムを採用しております。 


